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重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び考
える力を育
む教育の推
進

・子どもたちの意欲を高める
保育の実践。

・保育力の向上と改善をめざ
した研究をすすめる。

・自発的に活動しようと
する意欲が高まるよう
に、運動遊びを視点とし
て保育に計画的に取り
組む。

・研究発表に向けて、二
週間に一度の事例研
究、1学期は月一回の職
員が保育を見合う園内
研修を進める。

・24ヶ月を見通した表
を基に運動遊びを職
員間で協議しながら
短期指導計画の中に
取り入れて進める。

・教職員アンケートで
「園内研修で保育力
向上につながる学び
を得た」と答えた割合
が８割を超える。

A

・短期指導計画に位置づけ、取
り組むことができた。

・教職員アンケートで「園内研修
で保育力向上につながる学びを
得た」と答えた割合がA、B合わ
せて１００％で目標を達成した。

・今年度の実績を基に年度末に
年間カリキュラムの見直しを行
う。来年度も引き続き子どもの意
欲を高める保育を実践する。

・来年度以降も研究や研修を通
して保育力向上を目指していく。

・伊丹市指定研究発表会で、こ
れまでの積み上げが発表されて
いた。今後も、魅力ある保育内
容の取り組みに期待する。

子どもたち
一人一人の
個性や能力
に応じた教
育の推進

・一人一人の心身の発達を
捉えた教育を推進する。

・子どもの一人一人の発
達段階について実態把握
する。

・発達を捉えた運動遊び
を継続的に行う。

・子どもの発達につい
て運動の視点で実態
把握をする。

・子どもの姿勢や身体
の動かし方に変化が
見られる。

A

・３週間ごとの立位を写真撮影し
て分析し、個々の子どもの実態
把握を行った。

・運動遊びを継続して行ってきた
ことで一人一人の子どもの姿勢
や身体の動かし方に変化が見ら
れた。

・年間カリキュラムに基づき、子
どもの実態に合わせて引き続き
運動遊びを継続的に行ってい
く。

・研究を通して、具体的な取り組
みが子どもの成長につながって
いる。

特別支援教
育の推進・
充実

・特別支援教育コーディネー
ターを中心として、継続した
専門機関との連携から、一
人一人の良さや違いを認め
合い、共に育つ特別支援教
育に努める。

・子どもの育ちを捉え、個
別の指導計画や個人記
録を作成すると共に、巡
回相談や医療相談、言葉
の支援教室等の専門講
師からの助言を具体的な
支援内容や方法に活かし
ながら職員間で共通理解
を行い実践していく。

・関係機関の活用や
保育の工夫により、
個別の指導計画にあ
げた目標を達成させ
ることや、互いに認め
合い、共に育ち合える
学級経営を行う。

B

・関係機関の助言を活かし全職
員で協議して共通理解し、保育
に当たったことで個別指導計画
逃げた目標は達成した。

・子ども同士がそれぞれの違い
を認め合いながら育ち合えるよ
うな学級経営を引き続き行う必
要がある。

・個別の支援を必要とする子ど
もや、子ども同士の人間関係に
ついては、今後もタイムリーな情
報共有に努め、組織的な支援体
制を維持していく。

・子どもの姿に応じた細やかな
取り組みの工夫がなされてい
る。
・子ども、保護者共に就学後もつ
ながり、共に育ち合える取り組
みを意識されている。

豊かな心を
育む道徳教
育、情操教
育の推進

・すこやかネットまつざき１０
箇条を活用した心の教育を
おこなう。

・子どもの人権や子育てを振
り返り、人権について考え合
う。

・毎月の目標を保育の中
で意識して取り入れる。
園だよりで保護者に知ら
せ啓発する。

・子育てや自尊感情、一
人一人を大切にすること
などに視点をあて、保護
者同士が意見を出し合う
機会をつくる。

・毎月の目標を意識し
て保育に位置づけ取
り組む。

・子どもや保護者自身
の自尊感情に視点を
あてたバースデートー
クや、人権に視点を
あてた学級懇談会を
計画的に行う。

B

・毎月の目標を保育の中に取り
入れ、園だよりで保護者に知ら
せることができた。

・各学年の保護者の実態に応じ
て、計画的に学級懇談会やバー
スデートークを行うことができ
た。

・クラスだよりの文言に「今月の
すこやかネットまつざき１０箇条
にもあるように」と書くことで、保
護者の意識をより高められるよ
うにする。

・来年度も、保護者の実態に応
じた学級懇談会やバースデー
トークを行う。

・引き続き、子どもも保護者も人
とのかかわりを通して、共に育ち
合える機会を大切にしてほし
い。

子どもの健
やかな体づ
くりの推進

・早寝・早起き・朝ごはんを
定着させ、基本的生活習慣
を確立させる。

・身体を動かす心地よさを味
わう保育をすすめる。

・けんこうカレンダーや
レッドコート検査、食育研
修会など、保護者と共に
取り組む機会をもつ。

・律動やダンス、鬼ごっ
こ、ルールのある遊び、
挑戦する遊びなど身体
を楽しんで動かす活動を
仕組む。

・ほけんだよりや学級
懇談会、啓発プリント
などで、さらに話題に
あげ健やかな身体づ
くりに家庭と連携を行
う。
・各学年の段階に合
わせた、友達と楽しむ
運動遊びや、自分で
挑戦しようとする運動
遊びに計画的に取り
組む。

A

・保護者アンケートでは、ＡとＢ
の合計が９３％以上であり、早
寝・早起き・朝ごはんの大切さを
家庭に啓発することができた。

・運動遊びの年間カリキュラムを
作成したり、遊びごとに展開計
画を作成したりし、計画的に取り
組むことができた。
・今年度は、教育講演会や親子
で遊ぼうタイムを実施し、園での
取り組みを保護者に分かりやす
く伝えることができた。

・引き続き家庭と連携し、基本的
生活習慣の確立を啓発したり、
身体を動かす心地よさを味わう
保育を実践したりする。

・今年度新たに取り入れた親子
の遊びは習慣となるので重要で
ある。早寝、早起き、朝ごはんを
基本とし、身体を動かす習慣づく
りに、今後も親子で取り組んで
ほしい。

保
護
者
と
の
連
携

家庭教育の
推進

・運動遊びの重要性や絵本
の読み聞かせについて家庭
への啓発を行い、家庭で子
どもと向き合う時間の推進を
する。

・よみきかせカードの取
り組みを引き続き行い、
継続してよみきかせカー
ドを掲示し保護者啓発を
行っていく。
・共にできる運動遊び、
アンケート、保育参観を
実施する。
・れんらくちょうの活用
と、クラス集団としての育
ちや、教育の内容がわ
かりやすいクラスだより
の発行を行う。

・アンケートの中で各
家庭で読み聞かせや
運動遊びで子どもと
向き合うことの大切さ
を感じると答えた回答
が８割を超える。

B

・アンケートでは、読み聞かせや
運動遊びについての項目で子ど
もに向き合う時間が増えたとの
回答が８割を超えた。今後も啓
発していく。

・わかりやすいクラスだよりの発
行を心がけた。れんらくちょうの
活用はさらに進め、子どもの育
ちや教育内容の共有につなげる
必要がある。

・今年度から始めた親子で遊ぼ
うタイムを来年度も継続して行
い、さらなる親子で向き合う時間
を進めていく。

・実態に応じ、工夫したクラスだ
よりの発行、れんらくちょうのさら
なる活用に取り組む。

・保育の具体的な取り組みが保
護者に伝わりやすいクラスだよ
り、れんらくちょうの工夫に努め
てほしい。

園情報の積
極的な発信

・園外へ積極的に園情報を
発信する。

・HPの更新を進める。
・門外の掲示板設置する
ことを進める。

・月５回以上更新す
る。

B

・さらなるHPの更新に努める。

・門外や園玄関内の写真掲示を
定期的に行い、園での教育内容
の発信に努めることができた。

・HPは、行事の他、日々の教育
内容の発信に努め、更新してい
く。
・門外の掲示板設置は今後も進
めていく。
・子どもの日常や保育内容が視
覚的に伝わりやすいよう、今後
も定期的な写真掲示をしていく。

・保育が目で見てわかる写真掲
示はこれからも続けていってほ
しい。

地域との交
流

・地域の幼稚園として、いろ
いろな地域の方とのかかわ
りを深める。

・小学校、中学校、未就園児
など地域と共に育ち合う教
育内容の工夫に取り組む

・苗圃を活用する会の地
域ボランティアの方、地
域の会の方との交流の
機会を持つ。

・未就園児、小学生と園
児が交流する機会を増
やす。

・地域との関わりが継
続してもてたか。

・未就園児への積極
的な園庭開放や自由
参観などに取り組む。

B

・昆陽南公園での米作り体験
や、親子園外保育、苗圃を活用
する会の方々とのかかわり等、
継続してもつことができた。

・小学校こやリンピックの見学や
体験、給食試食会での交流など
の機会が持てた。
・未就園児へ園庭開放や自由見
学などの発信を行った。

・地域、小学校、中学校との連
携に関する年間計画を見直し、
修正したものをもとに来年度も
積極的な連携に向けて取り組
む。

・未就園児親子遊びの実施に向
けて進めていく。

・地域とのつながりの積み重ね
を感じる。引き続き、積極的な地
域とのかかわりをもってほしい。
・幼稚園、小学校の連携、交流
は子どもにとって得るものが多
い。今後も積極的に取り組んで
ほしい。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点

・今年度の取り組みを活かし、年間計画に位置づけると共に、新幼稚園教育要領を踏まえた教育の向上に努める。
・乳幼児期から就学後を見通した教育を進め、地域と共に育つ開かれた幼稚園教育を進める。

項目

１、意欲を高める保育を実践する。
２、一人一人の発達を捉え、身体を動かす心地よさを味わえるような状況作りを行い、心身共に健やかな成長に努める。
３、家庭、地域、小学校、中学校、未就園児など共に育ち合う教育内容の工夫に取り組む。
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学校関係者評価総括

・具体的な取り組みを通して、子どもたちの健やかな成長が得られた。今年度有効であった保育内容や保護者との取り組みをさらに深めていくことが重要である。
・引き続き、園、子ども、保護者、地域が共に育ち合う教育の推進に期待する。

重点目標

教育目標 のびのびと力いっぱい活動する子どもの育成
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